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1． は じめに

　冬に衛星雲画像を見てい ると、風が吹く時に、済州島 の 風

下にい ろい ろな雲模様が見られる （fig．「，　 fig．2，　fig．3）。カル

マ ン渦列の よう な もの （frg．1）、くね くね した ハ の 字模様の も

の （frg．2）、平 行縦列渦列の よう な も の （fig．3）が ある。こ れ

らの 雲模様 が 晃られるとき、大気 の 状態はどの ようなもの

に な っ て い る の か 、 こ の 雲模様 の み で 判断 で きた ら 面 白 い

ので は ないか と思い こ の 研究 を は じめた。

　こ れ ま で の カル マ ン 渦 の 研究 は、主 に 二 次 元的な流れ に

関するも の であるの に 対 して 、 現実は U」の 形状が 三 次元的

で あるこ とや、大気が い ろい ろな状態をして い るこ とが考

え られ る 。 そ こ で、室内実験 で カ ルマ ン渦 に つ い て 実験を行

い 、 渦 の 形 状の 比較か ら済州島周 辺 の 大 気 の 状態 を 明 らか

にすることを試みた。

2， 室内実験

　カル マ ン 渦 の 実験を行う た め に、流体を等速 度 で 流す の

ではなく、静止流体中で物体を等速度で動かして実験を行

っ た．使用した水槽は幅 30cm、長さ 100cm で、移動させる物

体 は、通常 の 円柱の ほ か に、円錐、円 錐台 を 用 い、こ れらの

物体と同期して 動 くビデオ カ メラで、流 れ の 様子を 撮影した。

可視化 は、べ 一
ス ト状 に した 粉ミ ル ク を物 体に 塗 り、ス リッ ト

光で 見たい 高さ を照らした。

済州島の 　下 に見られるカルマ ン 渦

fig．1　互 い 違い の 渦

fig．2 ： ハ の 字模樣

3． 結 果

　不連 続 面 （温 位 の と び ）を 模 した 実 験 （円 錐・一様 流 体・頭

出す）に お い て、綺麗なカル マ ン 渦 が 見られ た。こ の こ とか

ら、 衛星画像 で 綺麗なカ ルマ ン渦が見られる 時、実際の 大気

は、済州島の山の高さで不連続面を生じてい る可能性が示

唆 さ れる 。 また、同様 に 室内実験 か ら、くねくねしたハ の 字

模様が見られ るときは、済州島 の 山 がすっぽりと覆わ れ てし

まう高度まで
一

様成層で 埋められて い る可能性が示唆され

る。また、平 行縦列渦列が見られ るときは 、済州島の 山 が す

っ ぽ りと覆われて しまう高度まで q⊃立層 で 埋められて い る

可能性が 示 唆さ れ る。

fig．3 ： 平行縦列渦列
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